
 
 
 
 
 

例年好評を頂いております講演会・事例検討会を今年も開催いたします。 

講演会後の事例検討会ではグループ内で事例を出し合い、具体的な支援方法について学び合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対  象   保育士、幼稚園･小学校教諭、施設職員などの専門職の方。保護者の方はお申込みできません。 

申込み方法  メールまたは FAX にて、必要事項をご記入の上お申込下さい。申込内容は裏面をご覧ください。 

       事例検討会は A～F のグループから1 つエントリー（第3 希望までご記入）してください。 

申込み締め切り7 月２１日(火)。定員に達した場合はそれ以前に締切ります。 

 

 

 

Ⅰ

部 

13:00～14:00 

613 教室 

講演会 

『障碍のある子どもとの教材を用いた係わり合いについて』 教育学部教授 菅原 伸康 氏 

Ⅱ

部 

14:30～16:30 

621～626 教室 

事例検討会 

A グループ 井出 浩 氏  人間福祉学部教授（児童精神医学、精神保健） 

     『障がい児の保護者の抱える不安への支援や保護者による療育の支援について』 

B グループ 稲富 眞彦 氏 教育学部教授（特別支援教育、自閉スペクトラム症等の理解） 

      『発達障がいのある子どもの“こころ” 

～障害・発達を理解しつつ子どもと向き合う～』 

C グループ 菅原 伸康 氏 教育学部教授（知的障害、重複障害、学習障害） 

      『障碍のある子どもの行動から「心の本質」を考える』 

D グループ 橘 実千代 氏 聖和短期大学准教授（特別支援教育） 

      『気になる子どもたちへの気づきと、その支援について』 

E グループ 中村 豊 氏  教育学部教授（臨床教育、教育相談） 

      『「いじめ防止対策推進法」施行後のいじめ問題と子どもの人間関係 

          ～子どもをいじめの加害者にも被害者にもさせないために～』 

F グループ 和田 薫 氏  教育学部准教授（発達障害、発達支援のあり方） 

      『困った子どもにさせない特別支援～ひとり一人を大切に～』 

＊詳しくは西宮聖和キャンパス交通アクセスを検索ください

＊当日受付にてお支払いください。お釣りのないようご用意お願いします


